
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

東北南部は６月 23日頃（平年より 11日遅い）に梅雨入り、これから雨の多い日が続きます。 

管内では６月 20 日頃から中干しが始まっていますが、ここ数日のまとまった降雨により、

思うように田面が乾かない圃場が多くみられています。暑い夏を乗り切るためにも穂肥の施用

が重要ですので、穂肥前まで作溝・中干しを継続し、適正な生育量にコントロールしましょう。

作溝を行うことで効率よく圃場全体に水を行き渡らせることができるようになるため、登熟期

の水管理も容易になります。 

 

１ 生育調査の結果  

 ６月 28 日の作柄診断圃等の生育調査では、草丈がやや長く、茎数が平年並、葉色はやや淡

い状況です。水田農業研究所の６月 28日の調査では、「はえぬき」「雪若丸」で出穂が平年より

２～４日早いと予想されています。作柄診断圃等の状況も踏まえると、出穂は「雪若丸」で 7/31

頃、「つや姫」で 8/6頃の見込みです。 

 
「つや姫」作柄診断圃の生育 

場所 年次 

6月 28日 

出穂期 草丈 

（ｃｍ） 

茎数 

（本/㎡） 

葉数 

（枚） 

葉色 

(SPAD) 

酒田市 

漆曽根 

Ｒ６ 53.9 478 9.4 38.8  

Ｒ５ 52.3 551 9.5 42.0 8/6 

平年 48.6 504 9.1 43.0 8/9 

平年比 111 95 +0.3 -4.2  

酒田市 

坂野辺 

新田 

Ｒ６ 42.0 516 8.9 37.9  

Ｒ５ 36.5 504 9.0 42.0 8/8 

平年 39.9 499 8.9 40.2 8/10 

平年比 105 103 0.0 -2.3  

 
「雪若丸」作柄診断圃の生育 

場所 年次 

6月 28日 

出穂期 草丈 

（ｃｍ） 

茎数 

（本/㎡） 

葉数 

（枚） 

葉色 

(SPAD) 

酒田市 

前川 

Ｒ６ 46.3 666 10.4 39.6  

Ｒ５ 45.3 782 9.5 45.8 8/2 

平年 42.5 723 9.6 46.4 8/3 

平年比 109 92 +0.8 -6.8  
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2024年も気候変動に負けない米づくり！ 令和６年７月１日発行 
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中干しを継続して、穂肥のできる稲姿に！ 
「つや姫」は 7月 10日に生育診断を行いましょう 

出穂は早まる予想！遅れずに穂肥の準備を！ 

 



 

２ 「つや姫」の７月１０日の生育診断 
～生育診断は、生育を確認する「ものさし」です～ 

下記のタイプ①～③のうちどれに該当するかを判断して、適期に穂肥を実施しましょう。 

  

      タイプ①     タイプ②       タイプ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「スマートつや姫」を活用して適期・適量の穂肥を！ 

６月 28日に 

「穂肥診断マップ」が更新されました！ 

「はえぬき」「雪若丸」の穂肥診断にも対応して

います。 

詳細な資料や使い方等のお問合せは酒田農業

技術普及課へご連絡下さい。 

 

茎数が 600～650本/㎡ 

または葉色 39.1～40.9 
茎数が 650本/㎡以上 

または葉色 41以下 

穂肥 

(基本) 

 

出穂 25日前頃までに 

穂肥なし 

(ケイ酸追肥) 

穂肥 

(高地力) 

 

出穂 25日前 

化成 N成分で 

1.2㎏/10aまで 

（前年、出荷基準の 7.5％近

辺の生産者を含む） 

出穂 25日前 

化成 N成分で 1.0㎏/10a 

今年も高温予報！品質・食味向上に向けた穂肥のポイント！ 

・穂肥は適期適量！過剰な穂肥は控え適正な一穂籾数として、一次枝梗籾主体の穂を作りましょう！ 

二次枝梗籾は一次枝梗籾に比べて開花時期や玄米の肥大が遅く、千粒重が小さく、品質、食味が低

下しやすくなります。 

・穂肥ができない圃場では、代わりにケイ酸資材を施用しましょう！ 

ケイ酸は高温やフェーン、低温日照不足などによる登熟低下を軽減する効果があります。積極的に

施用し、高品質・良食味米の生産を目指しましょう。 

「農作業事故防止」＆「熱中症予防」で安全作業を！ 

出穂 30日前 

N成分で 1.5㎏/10a 

茎数が 600本/㎡ 

かつ葉色 39以下 

出穂 30日前 

N成分で 1.0㎏/10a 

診断 

葉色が低下 

した場合 

葉色が低下 

しない場合 

N成分で 1.0㎏/10a 


